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資料１

公立大学法人秋田公立美術大学中期目標（素案）

基本的な目標

秋田公立美術大学は、公立大学として秋田市の芸術・文化をいかしたま

ちづくりの中核の役割を担うため、大学の中だけで完結するのではなく、

地方都市である秋田を構成する一部分に自らを位置付け、秋田の芸術・文

化の探求・創造も併せて指向する。同時に、美術・工芸・デザインを単な

る芸術鑑賞の対象としてのみ扱うのではなく、広く社会に貢献できる一つ

の手段として捉え、住みやすく人にやさしいまちづくりや新たな商品開発

といった分野への支援機能も備えるものである。

秋田公立美術大学は、次の大学の基本理念を達成することを基本的な目

標とする。

１ 新しい芸術領域を創造し、挑戦する大学

２ 秋田の伝統・文化をいかし発展させる大学

３ 秋田から世界へ発信するグローバル人材を育成する大学

４ まちづくりに貢献し、地域社会とともに歩む大学

第１ 中期目標の期間および教育研究上の基本組織

１ 中期目標の期間

中期目標の期間は、平成25年4月1日から平成31年3月31日までとする。

２ 教育研究上の基本組織

この中期目標を達成するため、美術学部を置く。
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第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 教育に関する目標

（１）教育の成果に関する目標

ディプロマポリシーに基づき、次のような人材を育成する。

・従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる人材

・文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる人材

・グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる人材

・芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる人材

（２）教育の内容等に関する目標

ア 学生の受入に関する目標

アドミッションポリシーについて積極的な周知を行い、次のよ

うな目的意識が高い学生の確保に努める。

・芸術の未知の領域に強い関心を持つ人

・自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人

・芸術分野で自立する意欲のある人

・芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人

イ 教育課程に関する目標

教育上の目的に沿った教育課程となるよう、不断の見直しと研

究を行う。

ウ 教育方法に関する目標

・教育課程の編成方針を十分に踏まえながら、学生が計画的かつ

体系的に知識・技能・技術を習得できるよう、教員の相互連携、

適切な授業内容の設定、指導方法の工夫および適切な成績評価を

行う。

・学生が意欲的かつ主体的に学び、授業内容を確実に理解できる
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よう、多様で効果的な授業形態を研究する。

・学生の価値の多様性と柔軟な思考を育むよう、多様なルーツと

出会う機会を積極的に取り入れる。

（３）教育の実施体制に関する目標

ア 教職員の配置に関する目標

教育内容、教育方法等の充実を図るため、教員の相互交流や学

外専門家の登用を積極的に行うなど、教職員を適切に配置する。

イ 教育環境の整備に関する目標

教育活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の教

育環境について、計画的に整備する。

ウ 教育活動の評価および改善に関する目標

(ｱ) 教育活動の評価および改善に関する目標

教育活動について内部検証を行うとともに、外部評価や学生

授業評価等の客観的な評価を実施し、その結果を教育活動の改

善に活かせる体制を整備する。

(ｲ) 教育力の向上に関する目標

教育内容、教育方法等を改善し、教育力を向上させるため、

ファカルティ・ディベロップメント活動を充実させる。

２ 学生への支援に関する目標

（１）学習支援に関する目標

教育の場としての学生の満足度の向上を図るため、学生の学習意欲

を高め、十分な自主的学習ができるよう学習環境の整備や学習支援体

制を充実させる。
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（２）生活支援に関する目標

ア 生活相談および健康管理に関する目標

学生が健康で充実した大学生活を送ることができるよう、生活

相談や健康管理などの生活支援体制を充実する。

イ 自主的活動の支援に関する目標

学生による、学内外での自主的な課外活動を奨励・支援する。

（３）進路支援に関する目標

学生が適切な進路選択ができるよう、就職・進学活動への相談・

支援を実施する。

３ 研究に関する目標

（１）研究水準および研究の成果等に関する目標

・地域の歴史文化に根ざした芸術の創造に資する高度な調査研究や

地域の特色ある課題へ取り組むとともに、調査研究の成果を体系的

に蓄積し、有効活用を図る。

・先鋭的な芸術表現の研究により新たな価値観を創造し、世界に向

けて積極的に発信する。

（２）研究実施体制の整備に関する目標

ア 研究の実施体制に関する目標

民間との研究交流の推進や、外部の優秀な人材の受入れ等がで

きる柔軟な研究体制の構築を推進する。

イ 研究環境の整備に関する目標

研究活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の研

究環境について、計画的に整備する。
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ウ 知的財産の創出・活用等に関する目標

研究成果の知的財産化とその活用を戦略的に実施する体制を構

築する。

（３）研究活動の評価および評価結果を研究の質の向上に結びつける体

制の整備に関する目標

・大学教員の研究の質を高めるための評価制度を研究し構築する。

・教員の評価制度について、評価結果を研究費等に反映させる仕組

みを確立し、教育研究の活性化を図る。

４ 社会貢献に関する目標

大学の地域・社会に対する貢献を実効性あるものとするため、大学の

研究成果を社会に還元することを目的として、次のような社会貢献事業

を積極的に推進する。

・産学官連携の推進

・知的財産の管理

・地域連携の推進

・学校教育への支援

・生涯学習への支援

第３ 業務運営の改善および効率化に関する目標

１ 運営体制の改善に関する目標

（１）効果的・機動的な組織運営に関する目標

法人全体としての方針のもとで、効果的・機動的な組織運営を行

うとともに、組織間での連携を強化する。

（２）教員・事務職員の連携強化に関する目標

一体的かつ効果的な業務運営を行うため、教員と事務職員との連
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携を強化する。

２ 人事の適正化に関する目標

・大学運営や教育研究活動を機動的に行うため、柔軟で弾力的な人事制

度を構築する。

・組織の活性化を図るため、能力・意欲等が適切に評価され、教職員に

インセンティブが働く人事評価制度を構築する。

・戦略的な能力開発により、組織に必要な能力を持った教職員の養成を

行い、組織力を強化する。

３ 事務等の効率化に関する目標

・効率的かつ効果的な事務処理を行うため、事務処理の簡素化、外部委

託の活用を含め、事務組織および業務等について不断の見直しを行う。

・大学職員の資質向上や能力開発のため、研修計画を策定し、体系的な

スタッフディベロップメントに取り組む。

第４ 財務内容の改善に関する目標

１ 外部研究資金その他自己収入の確保に関する目標

財政基盤の強化を図るため、科学研究費補助金等の競争的資金の獲得

や、寄附講座の開設、共同研究・受託研究への取組などを推進する。

２ 経費の効率化に関する目標

効率的に大学を運営するため、教育研究水準の維持向上に配慮しなが

ら、組織運営の効率化、人員配置の適正化を図るとともに、業務の簡素

化および効率化を進める。

３ 資産の運用管理に関する目標

資産の適正な管理を行うため、常に資産の状況について把握・分析を

行い、効果的な活用を図る。
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第５ 自己点検・評価および情報の提供に関する目標

１ 評価の充実に関する目標

自己点検・評価の結果を大学運営の改善に有効に反映するため、

点検・評価の内容、結果、方法、体制等について不断の見直しを行う。

２ 情報公開等の推進に関する目標

社会に対する説明責任を果たすため、法人の業務運営等に関する情報

を積極的に公開するとともに、広く社会に対し大学の教育研究活動につ

いて情報発信する。

第６ その他業務運営に関する重要事項に関する目標

１ 施設・設備の整備、活用に関する目標

・良好な教育研究環境を保つため、施設・設備の適正な維持管理や計画

的な整備を実施する。

・施設・設備の効果的な活用を図るとともに、地域への貢献活動の一環

として、教育研究に支障のない範囲で大学施設の地域開放を行う。

２ 大学支援組織等との連携に関する目標

学外からの支援体制を充実させるため、卒業生による同窓会、保護者

による後援会、地元企業等による支援組織との連携を図る。

３ 安全管理に関する目標

学内の安全と衛生の確保のため事故等の発生予防に努めるとともに、

災害や事故発生に迅速かつ適切に対応するための危機管理体制の充実を

図る。

４ 人権擁護・法令遵守に関する目標
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ハラスメント（セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメ

ント、パワー・ハラスメント等）の防止等に努め、良好な教育研究環境

を確保するため、職員の意識啓発や相談体制の整備等の組織的な取組み

を推進する。


